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「
自
分
の
地
域
は
自
分
で
守
り
、

安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現

を
」
と
10
月
９
日
、
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー
で
県
防
犯
協
会
・
県
警
察

本
部
・
茨
城
県
主
催
の
「
第
34
回

地
域
安
全
茨
城
県
民
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
地
域
の
防
犯
・
安
全
に

貢
献
し
た
と
し
て
市
か
ら
８
人
と

１
団
体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
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田た
さ
き﨑

秀ひ
で
み實

（
新
治
）、
菊き

く
ち池

祐ゆ
う
い
ち一（
布
川
）、早は

や
せ瀬
滝た

き
じ治（
樋
口
）、

柴し
ば
さ
き崎

清き
よ
し（

黒
子
）、飯い

い
ず
み泉

清き
よ
し（

宮
後
）

＊
防
犯
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地
域
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全
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城
県
民
大
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〜
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
〜

＊
小
学
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学
年
の
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『
火
の
用

心
　
な
れ
た
言
葉
に
　
ご
用
心
』

澤さ
わ
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美み
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さ
ん
（
結
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小
・
３
年
）

＊
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学
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よ
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見
え
な
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ガ
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確
認
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合
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言
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）

　

10
月
14
日
、
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
市
主
催
で
３
年
に
１
度
開
催
さ
れ

る
も
の
で
、
先
の
大
戦
に
お
け
る
本
市

関
係
の
戦
没
者
等
の
御
霊
に
対
し
て
追

悼
の
意
を
表
し
、
ご
遺
族
の
ご
苦
労
に

対
し
深
い
敬
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

▲表彰を受けたみなさん

（
敬
称
略
）

　市では、介護する人が周囲の人に介護
中であることを知ってもらいたいときに
使う「介護マーク」（ケースに入れたカー
ド）を配布しています。

問い合わせ 高齢福祉課　内線２２４・２２７

「介護マーク」を配布しています！！

　介護を必要とする人が増えている今、
特に認知症の人の介護は、他の人から見
ると介護をしていることが分かりにくい

ため、周囲から誤解されることがあります。
　介護者がカード入りのケースを首からかけるなど、介護者であること
をさりげなく周囲に知ってもらうことで、介護者の心理的負担が軽減さ
れます。

介護マークとは…

　市内在住の認知症・高齢者・障害者を介護している介護者に無料で配
布します。申請後「介護マーク」をその場でお渡しします。

▲表彰を受ける広瀬
さん（右から２人目）▲献花するご遺族

24
年
度
小
・
中
学
校
防
火
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品

戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　申請及び配布場所は、市高齢福祉課、各支所総合窓口課、川島出張所
の各窓口です。

市内の小中学校、幼稚園・保育園
の放射線量測定結果
下館小学校 0.088 
伊讃小学校 0.072 
川島小学校 0.068 
竹島小学校 0.060 
養蚕小学校 0.074 
五所小学校 0.069 
中小学校 0.065 
河間小学校 0.075 
大田小学校 0.052 
嘉田生崎小学校 0.077 
関城西小学校 0.086 
関城東小学校 0.062 
大村小学校 0.075 
村田小学校 0.091 
鳥羽小学校 0.080 
上野小学校 0.080 
長讃小学校 0.063 
古里小学校 0.079 
新治小学校 0.072 
小栗小学校 0.086 

明野幼稚園 0.085
協和幼稚園 0.083
認定こども園
せきじょう 0.094

協和保育所 0.060

下館中学校 0.093 
下館西中学校 0.089 
下館南中学校 0.070 
下館北中学校 0.062 
関城中学校 0.075 
明野中学校 0.087 
協和中学校 0.063 

単位は、マイクロシーベルト／時間
測定日時：10月 12日（金）
測定高さ：中学校は地上１㍍、その他は 50㌢

※都市公園の放射線量
測定結果は 11 月 15
日号に掲載予定です。



広　告

協働のまちづくりシンポジウム 2012

筑西市イメージアップ大作戦
筑西市のイメージアップを
テーマに開催した「ちくせい
市民討議会」の報告会や市の
魅力発信のため協働で実施し
ている取り組みを紹介します。

ちくせい市民討議会 2012 報告会

筑 西 き む ち 完 成

Welcome サーモン開会宣言

ご当地ソング　　　　　  発表
命のボランティア女方玉三郎一座

鮭おかえりな祭実行委員会

地域活性化プロジェクト「ちっくタッグ」

〜 FOODは風土だ〜

11月４日（日）　午後 1時 30 分〜
しもだて地域交流センター（アルテリオ）
問い合わせ　市民協働課　☎２３−１６００（月曜休）

誕 生 ！
名  物

マスコット
キャラクター

「筑西小唄」

入場無料



まちのわだいまちのわだい

　10 月 11 日、関城西小学校（北
きたざわ

澤
正
ただし

校長）で、２年生 59 人が参加し、
親子活動が行われました。
　並

な み き
木勝

かつとし
利さんを講師に迎え、「石

ころアート・石炭アート・命のお話」
などを楽しみながら学びました。各
自持参した石ころに、それぞれ好き
な絵を書いたり、石炭に色を塗りペ
ンダントにしたりと、親子で楽しい
時間を過ごしました。
　また、並木さんによる「鮭の一生」
のお話を聞き「命の大切さ、生きて
いる尊さ」を学びました。

今日も安全運転でお願
いします

　秋の全国交通安全運動中の９月
24 日、川島保育園（峯

みねしま
島康

や す こ
子園長）

と筑西警察署（吉
よしむら

村 毅
たけし

署長）、地元
の関係団体が連携し、事故防止を呼
びかけるパレードを行いました。
　おそろいの白いベレー帽の川島保
育園の園児たちでつくる鼓笛隊を先
頭に、川島駅前から国道 50 号線沿
線まで事故防止を呼びかけました。

石ころアートって楽し
い　　〜関城西小学校

　９月 15 日、日本青年会議所主催
の「第 41 回茨城ブロック会員大会
下館大会」が市内で開催されました。
　同大会には約 600 人が参加。メ
インフォーラムでは、電力自給率
166％といわれる岩手県葛巻町の農
林環境エネルギー課長や、経済アナ
リストの森

もりなが
永卓

たくろう
郎さんが、エネル

ギーの未来について話しました。

子どもたちのために、エネ
ルギーの未来を考えよう

　10 月７日、８日にしもだて地域
交流センター前広場で「しもだて
アートフェスタ 2012」が開催され、
全国から集まったアーティストたち
が自慢の逸品を販売しました。
　５周年記念となる今回は、かわ
いいイラストで飾られた酒の展示

「萌
もえしゅ

酒サミット」や、同じく派手に
装飾された車「痛

いたしゃ
車展示会」など、

ユニークなイベントが同時開催。「筑
西きむち」の完成記念イベントやコ
ンサートも行われ、訪れた人たちは、
食・アートの祭典を楽しみました。

全国のアーティストが
アートフェスタに集結

　10 月 7 日、里山五郎助山（上野）
で「里山フェスティバル」が NPO
法人里山を守る会（中

なかがわ
川行

ゆ き お
夫理事長）

により開催されました。五郎助山は、
同会が自然環境の保護や子どもたち
の健全育成を図るために整備し、管
理しています。

　会場では魚釣りや竹とんぼづく
り、木工クラフト体験、ネイチャー
ゲーム、里山コンサートなどが行わ
れ、参加した子どもたちや保護者の
みなさんは、自然とふれあいながら
里山の魅力を堪能していました。

▼
ク
ラ
フ
ト
体
験
を
す
る

子
ど
も
た
ち

▶
魚
釣
り
を
楽
し
む
親
子

竹とんぼづくりや魚釣りに挑戦！



　９月 21 日、鬼怒川河川敷で鬼怒
川を愛する会（中

なかざわ
澤 清

きよし
会長）が「コ

スモスまつり」を開催しました。同
会は鬼怒川をきれいに、みんなに愛
される川にと、四季折々に花々を植
える活動を行っています。しらとり
太鼓や女方女性会による「女方音頭」
などが披露され、25 体の案

か か し
山子が

来場者の笑いを誘っていました。

　10 月６日、７日、二宮尊徳の
教えをまちづくりに生かそうと、
報
ほうとくいちえんじゅく

徳壹圓塾（大
お お わ だ

和田信
の ぶ お

雄代表）が「第
９回　尊徳豆まつり」を岡芹地内で
開催しました。休耕地に植えられた
香りの強く、甘みたっぷりの「香り
枝豆」という品種の大豆を、参加者
は購入した紐

ひも
で結んで持ち帰ります。

　会場では、香り枝豆を使った特製
味噌なども販売され、大好評でした。
　２日目はあいにくの雨となってし
まいましたが、２日間で約 1,000
人もの家族連れでにぎわいました。

甘みと香りたっぷりの枝
豆を収穫

　「あけの元気館がオープンした平
成 12 年からほぼ毎日通っているの
よ」とニコニコ話してくれたのは、
102 歳の堤

つつみ
すてさん（木戸）。

　堤さんは、あけの元気館でプール
やエアロビクスでトレーニングを
し、明野図書館で本を借り読書をす

元気な 102 歳。毎日プールでトレーニング
るという日課を毎日続けているそう
です。本を読み感動で泣いてしまう
ほどの読書好きだそうです。
　家族が毎日送迎をしてくれ、昨年
大きなケガをしたときも家族の支え
で元気になったといいます。
　元気の秘訣をお聞きしたところ

「のんきに過ごすこと」とのご返事。 
                           これからもお元
                           気で長生きをし
　　　　　　　　　てください。

　10 月８日、９日にしもだて地域
交流センターで開催された「下館に
おける太平洋戦争の記録展」と講演
会の報告をまとめた冊子が完成しま
した。冊子は、市郷土史を考える会

（桐
きりはら

原光
みつあき

明代表）会員の小
お ぐ ら

倉信
しんいち

一さ
ん（奥田）が「講演会や記録展の資
料など、聞いたままにしてはいけな
い。資料として後世に残したかった」
と自費出版したものです。
　講演会での、目撃者や関係者の証
言と展示された資料なども掲載され
た貴重な冊子となっています。

戦争の記録を後世に伝
えたい

　小栗判官蘇
そ せ い

生会（大
お お わ だ

和田 渉
わたる

代表）
は、まち子文庫別館（茂田）に新し
く「小栗判官研究室」を開所しまし
た。小栗判官蘇生会は、小栗判官・
照手姫の史実や伝説の解明を行って
いますが、新研究室は、部屋が大き
くなり、武

たけいし
石堯

とおる
さんの絵画や小栗判

官に関する書籍、昔のカルタなど貴
重な資料が保管されています。

▲

堤
す
て
さ
ん
１
０
２
歳

▲プールでトレー
ニング中の堤さん

新・小栗判官研究所をお
披露目しました

コスモスと案
か か し

山子がお出
むかえ




